理-07-公-長野-問-04
 eq \o\ac(□,４)
問１，問２の各問いに答えなさい。

問１
抵抗の大きさの異なる２種類の豆電球Ａと豆電球Ｂを並列に接続すると，豆電球Ａの方が明るく点灯した。しかし，同じ豆電球を直列に接続すると豆電球Ｂの方が明るく点灯した。これらの豆電球の明るさを比べてみるとちがいが見られ，明るさには順番があることがわかった。そこで，この豆電球の明るさが電力に関係するかどうか調べた。ただし，電源の電圧を3.0Ｖとし，それぞれの拭抗の大きさは一定であるものとする。

	⑴
図１の回路で，各点を流れる電流の強さとＥＦ間およびＧＨ間の電圧の大きさを測定した。

①
図２に示した実験器具をあと４本の導線でつなぎ，Ｆ点における電流の強さを測定する回路を完成させなさい。
	[image: image1.png]1 |3.0V

SEIRA

F E

HC%DG

SEHEIRB



[image: image2.png]




	
ただし，Ｅ点，Ｇ点は図１に示した各点とし，導線は実線であらわし，実験器具の●印を結ぶものとする。

	②
表１の測定結果から，豆電球Ａの抵抗は何Ωか求めなさい。
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	⑵
図３の回路をつくり，スイッチを入れたときのＩ点を流れる電流の強さとＪＫ間の電圧の大きさを計算で求めなさい。
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⑶
次の文は，図１の豆電球Ａと豆電球Ｂおよび図３の豆電球Ａと豆電球Ｂについて，消費される電力と明るさとの関係をまとめたものである。①～④に当てはまる豆電球を，下のア～エからそれぞれ１つずつ選び，記号を書きなさい。

	それぞれの豆電球の両端にかかる電圧と流れる電流の値が大きいものから順にならべると，表２のようになる。また，電圧や電流の値が大きくなると，電力も大きくなるので，消費される電力が大きいものから順にならべると表３のようになる。この順番は豆電球の明るさの順番と一致することがわかった。
	表２
	
	
	
	
	

	
	順番
	１番
	２番
	３番
	４番
	

	
	両端にかかる電圧の大きさ
	①と②が等しい
	③
	④
	

	
	流れる電流の強さ
	①
	②
	③と④が等しい
	

	
	表３
	
	
	
	
	

	
	順番
	１番
	２番
	３番
	４番
	

	
	消費される電力の大きさ
	①
	②
	③
	④
	

	
	
	


ア
図１の豆電球Ａ
イ
図１の豆電球Ｂ
ウ
図３の豆電球Ａ
エ
図３の豆電球Ｂ
問２
物体がふれ合う面積と圧力の関係を調べるために，次の実験を行った。ただし，このスポンジのへこむ深さは，圧力の大きさに比例するものとする。

	〔実験〕
ふたの付いた直方体の容器に砂を入れ，全体の重さを6.0Ｎ（ニュートン）とした。図４から図５のようにして，容器をスポンジにのせたときのスポンジのへこむ深さを調べた。このとき，容器がスポンジとふれあう面積は50cm2であった。次に，図６のように，容器の向きを変えてスポンジとふれ合う面積を150 cm2にし，スポンジのへこむ深さを調べた。
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⑷
図５において，スポンジが容器から受ける圧力は何Ｎ/㎡か求めなさい。

⑸
図６において，図５と同じ深さだけスポンジをへこませるには，容器全体の重さを何Ｎにすればよいか求めなさい。

⑹
容器の重さによって圧力が生じるように，空気の重さによっても圧力(大気圧)が生じる。机上にはたらく大気圧の大きさは，容器(6.0Ｎ)を図６の置き方で，机上に何個積み重ねたときの圧力の大きさと等しくなるか。この大気圧を1012hPaとして求めなさい。
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